




Accommodation Services and the Accommodation Contract:




This paper will discuss the nature of accommodation services and the accommodation 
contract. Debate has recently sprung up regarding the sudden increase of accommodation in 
private residences. Within this debate, problems with the current Inns and Hotels Act are 
picked up and the subject of the overall system of the accommodations industry is looked at. 
Hence, comparative discussions until now have raised concerns regarding the nature of the 
scarcity of accommodation contracts. This paper keeps in mind the issue of the necessity 
for amending this. As well as being administrative control, the Inns and Hotels Act at the 
least stipulates the limits of the denial of an accommodation contract, the requirements for 
keeping a guest ledger, and intercedes in contractual relationships between accommodations 
operators and guests. However, the Inns and Hotels Act was established after the end of 
WWII, and despite the difference between that age and the current situation, there have 
been essentially no amendments made to the Act. Accordingly, this paper will discuss 
the issue of the Inns and Hotels Act interceding in contractual relationships between 
accommodations operators and guests. Furthermore, it will analyze the nature of services 
products from the viewpoint of services marketing. Additionally, it will consider the 
precedents regarding the current Inns and Hotels Act, the Model Accommodation Contract 
(General Terms and Conditions), and accommodation contracts. Finally, having discussed the 
limits of the denial of an accommodation contract, as stipulated in Article 5 of the Inns and 
Hotels Act, and taking into account the public nature of the accommodation contract and the 

































































日本における延べ宿泊者数は、2015 年は、5 億 545 万人泊と 5 億人泊を突破しこの 5 年間
毎年増加している24。一方、宿泊施設数は、最近 10 年間（2005 年～ 2014 年）で、ホテルは
11％、簡易宿所は 14％増加しているが、旅館は 25％減少している25。また、旅館の市場規模（収
入ベース）も最近 10 年間（2004 年～ 2013 年）ホテル、簡易宿所はおおむね横ばいであるの
に対して、旅館は減少している26。なお、2015 年の客室稼働率は、全体 60.3％、旅館 37.0％、















































































































としている（第 11 条、第 18 条）。しかし、国際観光ホテル整備法は、外客宿泊施設の整備を









必要な見直しを行い、新たなモデル宿泊約款47 を作成した48。2016 年 9 月現在の約款は、2011




モデル宿泊約款は、18 条からなる。第 1 条では、宿泊契約及びこれに関連する契約は、約
款の定めるところによることを原則とする適用範囲を定めている。第 2 条から第 7 条は宿泊契
約の締結と解除を定める。宿泊契約の流れは図のとおりである。旅館業法第 5 条契約締結の拒
否の制限は、宿泊施設と宿泊客との関係ではモデル宿泊約款第 5 条の条項に反映されている。
第 8 条では、宿泊客の登録事項を定める。これは旅館業法第 6 条の義務を宿泊施設が宿泊客と
の契約で要件とすることを示したものである。第 9 条から第 11 条は宿泊施設の利用に関して
定めている。第 12 条は料金の支払いについて定め、第 13 条から第 18 条では責任について定
められている。


























































































の第 1 項で規定しているものの、第 2 項では、「当ホテル（館）が、法令及び慣習に反しない
範囲で特約に応じたときは、前項の規定にかかわらず、その特約が優先するものとします」と























しかし、これが問題視される場合もある。2003 年 11 月に熊本県黒川温泉でハンセン病歴を理
由に、宿泊を拒否した事件では経営会社と経営者ら 3 人が旅館業法違反の罪で略式起訴され、













改善を指導していた事例 74、ゲイであることを公言している豊島区の石川区議が区内 180 の旅
館やホテルに電話をかけ、「ダブルルームに同性同士で泊まることができるか」と、区議であ
ることを伏せて質問したダブルルームのある 143 施設のうち、男女とも同性での利用ができな
いと答えた施設が 30 施設、男性同士のみ断られる施設が 45 施設あったという事例75 が報道さ
れている。
これらの契約締結の拒否は、差別と偏見に基づくことが問題視されたものといえる。しかし、
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